
MDMA（エムディーエムエー）
MDMAは化学薬品から合成された錠剤型の麻薬で、
「エクスタシー」「バツ（×、罰）」「タマ」などとも呼ばれています。

MDMAを使うと幻覚、幻聴、精神錯乱、脳や神経の破壊、心臓や肝臓の機能
不全、睡眠障害などになります。

MDMAが若い人たちの間で乱用されていると聞きましたが、どのような害が
あるのですか。

使用者の体験談

1.（14才、中学生　男子）
「小さい人間がいっぱいやってきて、剣で
自分を刺し殺そうとする。」

2.（18才、少年　男子）
路上で暴れ、病院につれていかれた。入
院すると「暑い、暑い」と全裸になり、1
ヶ月の興奮状態がつづき、「バカヤロー、
部屋から出せ」と大声でわめき散らして
食事を床に投げつけたり、医者などにな
ぐりかかり、「自分は鬼になっている」と
妄想に取りつかれてしまった。

3.（17才、女子高校生）
「MDMAを飲んだら眠れなくなってしま
った。頭が回転しなくなり、気分が落ち
込んでしまって、学校の先生の話が1割
も頭に入らなくなってしまった。もう6ヶ
月もたつのに一向に元に戻らない。つら
くて仕方がない。死んだ方がましだ。」

MDMAは、使用者の体験談で明らかな
ように、興奮作用と幻覚作用を併せもつ
大変恐ろしい薬物です。

●幻覚、幻聴
存在しないものが見えたりする。

●精神錯乱

●睡眠障害

思考に異常をきたす。
暴力をふるうなど。

眠れなくなる。
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MDMAの押収量と検挙人員の推移
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